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習指導要領理科 4 では，14 もの内容が追加され，授業時間
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(2) 調査対象 














決定），担当教員による 2 回のモデル授業（4 年生「季節と
生き物の様子」，6 年生「水溶液の性質」），理科指導案の書
き方の指導を実施した後，計 8 回の模擬授業を行った。受
講生は，4～5 名で１つの班を編成し，例示した 8 つの単元
から 1 つを選び，その単元中の 1 時間分の授業を構想した。











































































② 調査 1 の方法 
 調査の目的を達成するために，理科指導法で児童役の学
生の授業に対するコメントカードを分析した。コメントは
１人の学生が良かった点を 2 つ，改善点を 2 つ書くように
指導した。このようにして収集したカードを表 1 と表 2 の
定義に従って分類した。理科指導法の授業は 6 クラスあり，
K が 3 クラス，F が 3 クラス担当した。それぞれの指導者
が担当したクラスの中から標準的と思われるクラスを 1 ク
ラスずつ抽出した。K が担当したクラスと F が担当したク
ラスは模擬授業の順番に若干の違いがあるものの，概ね同
じであった。模擬授業の内容と出席者の人数を表 3 に示す。 
表３ 模擬授業の概要と出席者数 
模擬授業の単元 出席者数 模擬授業の単元 出席者数
第1回 温度と体積の変化 38 植物の水の通り道 37
第2回 植物の水の通り道 42 温度と体積の変化 37
第3回 風の強さと力 42 風の強さと力 36
第4回 物の形と重さ 43 物の形と重さ 37
第5回 春の木、夏の木 40 火山灰 22
第6回 火山灰 25 磁石 22
第7回 磁石 24 振り子 33




第 6 回と第 7 回は教育実習で欠席者が多かった。そこで，
最初，中間，最後で 3 つの時期に分けて比較するために第
1 回，第 4 回，第 8 回を用いた。授業のコメントを分類す
るにあたっては，それぞれの教員が担当したクラスのコメ
ントを分析し，両方を合計した。 
③ 調査 2 の目的 






④ 調査 2 の方法 
すべての班の模擬授業終了後，出席者に以下の 3 つの質
問に 5 段階の選択肢で答えるよう求めた。 
ア あなたは，よりよい理科の授業ができるポイントを見
つけることができましたか。［ポイントの発見］                  





質問ア，イは 5 段階の選択肢（５：とてもそう思う ４：
そう思う ３：ふつう ２：そう思わない １：まったく
そう思わない）から 1 つを選んで回答してもらった。 
 
４．結果 




数が 0 から 3 であり少なかったので，全体に影響を与える
ことはないと考え，集計からは除外した。 
表４ 児童役の学生の模擬授業の視点の変化 
教材 教授 授業構成 教具 教師の振るまい
第1回 60 ▲ 48 ▽ 28 ▽ 50 51 ▲
割合(%) 25.3 20.3 11.8 21.1 21.5
第4回 43 75 47 48 22
割合(%) 18.3 31.9 20.0 20.4 9.4
第8回 47 78 39 63 15
割合(%) 19.4 32.2 16.1 26.0 6.2 ▽
χ２（8）＝43.5,p<0.01 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05）  
 
 表 4 が示すように χ2（8）＝43.5 であり，1％未満の有意
水準で差があった。児童役の学生の模擬授業の視点は変化











検定及び残差分析を行った。その結果を表 5 に示す。 
表５ 児童役の学生の模擬授業の観察レベルの変化 
小学校教育全般 理科授業全般 単元固有
第1回 95 68 77
割合(%) 39.6 ▲ 28.3 32.1
第4回 82 64 92
割合(%) 34.5 26.9 38.7
第8回 45 88 112
割合(%) 18.4 ▽ 35.9 ▲ 45.7 ▲
x2(4)=  28.948   ,  p<.01 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05） 
 
表 5 が示してしるように χ2（4）＝28.948 であり，1％未
満の有意水準で差があった。出席者の模擬授業観察レベル










(2) 調査 2 の結果 
「ポイントの発見」の調査結果について集計した結果， 
χ2（4）＝302.252 であり，1％未満の有意水準で差があった。






























つの領域にわたっている。第 1 は授業をすること，第 2 は



































































































































































































と」の 5 つの領域を抽出することができた。 
これらの結果は，模擬授業が教師の実践力を向上させる
可能性があることを示唆している。 
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